
取扱説明書
このたびは当社商品をお買い求めいただき	
誠にありがとうございました。
ご使用前にこの説明書をよくお読みのうえ正し
くお使いください。
お読みになった後もすぐ取り出せる場所に、大
切に保管してください。

CF-T7型	 CF-7型
CF-T6型	 CFR-T6型
CF-6型	 CFR-6型	 CF-5型	 CFR-5型
※中水仕様は品番の後に「-C」がつきます。
※低圧仕様は品番末尾に「T」がつきます。
※寒冷地仕様は品番に「H」がつきます。
※長尺ハンドル仕様は品番に「E」がつきます。

●保証書に、お買い求めの取扱店名・取付日などが記入されていることを必ずお確かめください。
●この説明書に書かれている注意事項は、必ず守ってください。
●不適切な使用により事故が生じた場合、当社は責任を負いかねますので、あらかじめご了承く
ださい。

●転居される場合、次に入居される方にこの説明書をお渡しください。
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ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果に結び付く可能性があります。
いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってください。

安全上のご注意（必ずお読みください。）

バキュームブレーカーは安全
を確保するために定期的に交
換してください。
※	バキュームブレーカーが正常に機能しな
いと状況によっては、バルブから吐水し
た水が逆流する恐れがあります。

修理技術者以外の人は、分解
したり修理・改造は行わない
で下さい。
※	ケガをしたり、漏水、故障、破損の恐れ
があります。

警告 この表示の欄の内容を無視して取扱いを誤った場合に、使用者が
死亡または重傷を負う危険な状態が生じることが想定されます。

注意
この表示の欄の内容を無視して取扱いを誤った場合に、使用者が
軽傷を負うかまたは物的損害※のみが発生する危険な状態が生じる
ことが想定されます。

この表示は、してはいけない「禁止」の記号です。

この表示は、必ず実行していただく「強制」の記号です。

用語および記号の説明

※物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットにかかわる拡大損害を示します。
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本体に強い力や衝撃を与えな
いでください。
※	故障、漏水の原因になります。

ピストンの掃除をする際は、
止水栓または元栓を閉めてか
ら行ってください。
※	水が噴き出し、家財などを濡らす物的損
害が発生する恐れがあります。

定期的に配管の周りを見て漏
水やガタツキがないか確認し
てください。

凍結の恐れがある場合、必ず
凍結防止を行ってください。
※	器具本体および便器の凍結破
損により漏水やケガの恐れが
あります。

上水道以外に接続しないでく
ださい。
※	中水道や工業用水、井戸水な
どを使用すると機械部品の耐
久性が低下して故障の原因となります。

※	中水仕様品は除きます。

新築・改修工事後や、水道断水の復旧後は、必ず配管内の空気を抜いてく
ださい。
※	配管内に空気が混入した状態で給水器具を使用すると、器具・配管の破損や故障
の原因となり、けがをしたり漏水によって建物、　家財などを濡らす物的損害が
発生する恐れがあります。

長時間使用しない場合は、止
水栓または配管部の元栓を閉
めてください。
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各部のなまえ

■各部のなまえ

本体カバー

化粧キャップ

パッキン

バキュームブレーカー

排水管パッキン

止水栓	
（バルブ用）

ピストン

Oリング

流動弁

ハンドル

袋ナット

■流動式

ストレーナー

■リモコン式（埋込形、隠ぺい形） ■リモコン式（露出形）

ストレーナー

※品番によって形状が異なります。
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お使いになる前に確認してください

■止水栓の確認

■使用水について

●止水栓は開いていますか？
※	閉まっている場合は、マイナスドライバー
で止水栓（バルブ用）を開いてください。

マイナスドライバーなどで止水栓（バルブ
用）の水勢調節スピンドルを回します。
右に回転…… 水勢が弱くなる
左に回転…… 水勢が強くなる

品番に「-C」が付く場合は、中水仕様対応品です。
中水は使用できる水質範囲があります。
詳しくは下記アドレスのホームページをご参照ください。
ホームページアドレス：https://iinavi.inax.lixil.co.jp/products/faucets/flush_cs/

水勢調節スピンドル

注意
化粧キャップなどのメッキされた部分に工
具を用いる時は、メッキを傷付けないよう
に必ず布などをはさみ作業してください。
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ご使用方法

型種類 衛生陶器品番 水勢	
調節

洗浄
水量

水量調節スピンドル
の調整位置

出荷時の水量調節
スピンドル位置

CF-T7型 C-P25S、C-P25H 不要
※3 5L※1

出荷時設定より変更なし

水量調節スピンドルを反
時計回りに全開にして、
時計回りに戻した時の1
周目に合印と表示シール
の「5」が合う位置

CF-T6型

C-P13S・C-P15SK・
C-P15HK・C-P16P・
C-P17P・S-207

不要
※3

6L※2

合印を時計回りで6L
に合わせる

水量調節スピンドルを反
時計回りに全開にして、
時計回りに戻した時の1
周目に合印と表示シール
の「8」が合う位置C-P145S・C-852B・

C-852BM・C-852M・
C-854B

8L 7

6

8

出荷時設定より変更なし

CF- ６型

C-P141S・C-P143S

必要

6L

合印を時計回りで6L
に合わせる

水量調節スピンドルを反
時計回りに全開にして、
時計回りに戻した時の1
周目に合印と表示シール
の「8」が合う位置

C-P13P 8L

出荷時設定より変更なし

CF-5 型

C-4R・C-4RSM・
C-5RT・C-5RTSM・
C-415・C-5KRSM・
C-715BM・S-206R

必要

10L
合印を時計回りで
10Lに合わせる

時計回りで全閉にし、反
時計回りに戻した時の2
周目に、合印と表示シー
ルの「13」が合う位置

その他 ※4 13L

出荷時設定より変更なし
※1	 流動時静水圧が0.1MPa以上の場合の洗浄水量です。	

流動時静水圧が0.07～ 0.10MPaの場合は洗浄水量が5.5L になりますので、水量調整スピ
ンドルの合印5.5L に合わせて使用してください。

※2	 流動時静水圧が0.1MPa以上の場合の洗浄水量です。	
流動時静水圧が0.07～ 0.10MPaの場合は洗浄水量が8Lになりますので、水量調整スピン
ドルはそのままでご使用してください。

※3	 衛生陶器に水勢調整シールがある場合は、水勢調整シールの上限ラインを超える場合に水勢の調整が必要です。
※4	 S-203Uは流動時静水圧を0.1MPa以上確保できるように配管設計してください。

7

6

8

5
.5

5

6

7

6

8

7

6

8
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■調節方法
1．	化粧キャップを外します。
2．	下図を参考に、水量調節スピンドルを回します。
3．	便器洗浄を数回行い、洗浄が確実に行われることを確認します。
4．	調節完了後、化粧キャップを取り付けます。

型種類 衛生陶器品番 水勢
調節

洗浄
水量

水量調節スピンドル
の調整位置

出荷時の水量調節
スピンドル位置

CF-7 型
低圧用 C-P25S、C-P25H 必要 6L

出荷時設定より変更
なし

水量調節スピンドル
を反時計回りに全開
にして、時計回りに
戻した時の2周目に
合印と表示シールの
○が合う位置

CF-6 型
低圧用

C-P15SK・C-P15HK・
C-P13S・C-P145S・
C-852B・C-852BM
C-852M・C-854B

必要 8L

出荷時設定より変更
なし

水量調節スピンドル
を反時計回りに全開
にして、時計回りに
戻した時の2周目に
合印と表示シールの
○が合う位置

型種類 衛生陶器品番 水勢調
節

洗浄水
量 水量調節スピンドルの調整位置

CFR-T6型

C-P13S・C-P15HK・
C-P15SK・C-P15HT・
C-P15ST・S-207

不要 ※2

6L※1

合印を時計回りで6Lに合わせる

C-852B・C-852BM・
C-852M・C-854B 8L

【低圧仕様】

出荷時設定より変更なし

CFR-6 型 C-P13P 必要 8L

出荷時設定より変更なし
※1	 流動時静水圧が0.1MPa以上の場合の洗浄水量です。	

流動時静水圧が0.07～ 0.10MPaの場合は洗浄水量が8Lになりますので、水量調整スピン
ドルはそのままでご使用してください。

※2	 衛生陶器に水勢調整シールがある場合は、水勢調整シールの上限ラインを超える場合に水勢の
調整が必要です。

7

6

8
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■	洗浄水量の増やし方
水量調整スピンドルを左（反時計方向）に回すと約2L増えます。

■	リモコン式の調節方法

●	表示シールの数字は、目安です。水圧などにより前後しますので、必ず便器
洗浄を数回行い、便器洗浄が確実に行われることを確認してください。

●	本体カバーに空気が入るとまれに異音が発生します。	
異音が発生した場合は、便器洗浄を10回程度繰り返し行って空気を抜き、
再度確認してください。

●	低圧仕様の場合は、元の位置（○）から時計回りに回さないでください。
洗浄水量が保持できなくなります。

注意

水量調節	
スピンドル

表示シール表示シール 合印

〔標準仕様〕
減る増える

〔低圧仕様〕
減る増える

化粧キャップ

合印

シールあり シールなし

減る増える 減る増える

本体化粧キャップ

水量調節	
スピンドル

合印 合印

■	出荷時設定への戻しかた
水量調整スピンドルを反時計回りいっぱいにし、時計回りに戻した時の1周
目に合印を表示シールの数字、○印が合う位置が正常な位置です。

13

10

水量調節スピンドル 水量調節スピンドル
出荷時（8Lに設定） 出荷時（13Lに設定）

水量調節スピンドル 水量調節スピンドル

水量表示 水量表示

例：6Lに調節する場合
水量調節スピンドルを右
（時計方向）に回します。

例：10Lに調節する場合
水量調節スピンドルを右	
（時計方向）に回します。

〔CFR-T6型、CFR-6 型の場合〕 〔CFR-5 型の場合〕
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お手入れ方法

本製品を末永くご使用いただくためにも以下のお手入れを実施してください。
ストレーナーにゴミ等が付着すると、洗浄水が流れっぱなしになったり、または
流れなかったりすることにより十分な機能を発揮できないおそれがありますので
日ごろのお手入れをお願いします。

■	止水栓ストレーナーの清掃（CF-T7型、CF-T6型、CFR-T6型）

1.	 マイナスドライバーなどで止水栓を閉めます。
※	CF-T7型、CF/CFR-T6型はスピンドルを少し押し下げてから回してください。
※	この時、閉じる前の位置（回転数）をメモしておくと、元に戻す時に便利です。

止水栓

閉める

止水栓

押し下げて
回す

CF-T7型、
CF-T6型の場合

●	ハンドルを操作して本体内部の圧力を
抜いてください。

注意

●	CF/CFR-6型、CF/CFR-5型にはストレーナーはなく、止水栓カバーを取り
外すと漏水するため止水栓カバーを外さないでください。
※	品番が分からなくなった場合、止水栓が全閉から全開まで 5回転以上回る場合は
CF-T7型、CF/CFR-T6型です。（それ以外の場合はCF/CFR-6 型、CF/CFR-5 型
ですので止水栓カバーを外さないでください。）

●止水栓カバーを取外す際は、必ず給水（元栓）を止めてから行ってください。
※	給水を止めないと水が噴出して周囲をぬらす恐れがあります。
※	止水栓を閉めずに止水栓カバーを取り外した場合スピンドルが自立しないため
止水栓カバーの取付けが困難となります。

→	スピンドルを閉めてから止水栓カバーを
　	取り付けてください。

注意

CF-T7型、CF/CFR-T6型の場合

1.	 スピンドルを
閉める

2.	 止水栓カバー
を取り付ける
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■ピストンの掃除
※必ず給水を止めてからハンドルを操作して、本体内部の圧を抜いてから実施
してください。

7．	ピストンをラジオペンチ等で取り出し、ストレーナーおよびシート部を掃除
します。ストレーナーや小穴に詰まったゴミや汚れを歯ブラシなどの柔らか
いブラシで取り除いてください。またシートパッキンおよびシート部のゴミ
や汚れも取り除いてください。

2.	 モンキーレンチなどでカバーを外します。
※	止水栓スピンドルを触らないようにしてください。

3.	 止水栓ストレーナーを掃除します。
	 ストレーナーに詰まったゴミや汚れを歯ブラシなどの先の柔らかいブラシで取り除いてく

ださい。
4.	 ストレーナー付止水栓カバーを取り付けます。

化粧キャップ

本体カバー

Oリング

①

②

5.	 ①化粧キャップを取り外します。
6.	 モンキーレンチなどで②本体カバーを外
します。

ストレーナー付止水栓カバー

歯ブラシ

止水栓ストレーナー

止水栓スピンドル

ストレーナー付止水栓カバー

●	メッキを傷付けないように必ず布など
をはさんでください。

●	Oリングを傷付けたり、ゴミをはさま
ないように注意してください。

注意

●	Uパッキンにキズやいたみがないか確認してください。
注意
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■	メッキ部のお手入れ
●	汚れは乾いた柔らかい布でふきとってください。それでも落ちないときは、水
で布を湿らすか、石けん水を少し布につけてふき、後は軽くからぶきしてく
ださい。

●	表面をキズつける恐れがあるものは使
用しないでください。
・	 クレンザー、磨き粉などの粒子の粗
い洗剤

・	 酸性洗剤、塩素系漂白剤
・	 ナイロンたわし、ブラシ等
・	 シンナー、ベンジンなどの溶剤

注意

8．	ピストンをもとの位置に差し込み、工具
で本体カバー・化粧キャップを取り付け
ます。

9．止水栓を開けます。
※	閉じる前に回転数をメモしていた場合は、
メモした元の位置まで開けてください。

止水栓

開ける
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●押し棒部の場合
1．ナットをゆるめて銅管を外し、ストレー
ナーを取り外し、水洗いします。

2．取り外しの逆の順序で組み付けます。

●	必ず給水を止めてから行ってください。
※	給水を止めないと水が噴出して周囲をぬらす恐れがあります。

●	Oリングを破損しないように注意してください。
※	Oリングが傷ついたり、切れたりすると漏水の原因になります。

注意

止水栓
（リモコン用）

専用工具	
（KG-14）

ボタン部

ストレーナー

ストレーナー

■	ボタン部・押棒部のストレーナーの掃除（リモコン形のみ）
●ボタン部の場合
※	ボタン部のストレーナーを掃除する場合、ボタン部の止水栓を閉めて給水を
止めてから行ってください。

1．	ボタン部の取付けねじ（2本）をゆるめ、カバープレートを外し、止水栓（リ
モコン用）を右（時計方向）に回して閉めます。

2．	ボタン部を別売の専用工具（KG-14）等でゆるめて本体より取り出します。
3．	ストレーナーに付いているゴミを水洗いして取り除きます。
4．	ボタン部をもとの位置に差し込み、しっかり締め付けます。
5．止水栓（リモコン用）を開き、カバープレートを取り付けます。

ストレーナー
ナット

銅管
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凍結防止方法（流動式の場合）

定期点検

1．	冬期凍結の恐れがある場合は、流動弁の穴に小さなプラスドライバー等を差
し通し、流動弁を左（反時計方向）に回して開いてください。

2．	凍結の恐れがない場合は、右（時計方向）に回して閉めておいてください。

注意
凍結の恐れがある場合、必ず凍結防止を行ってく
ださい。
※	器具本体および便器の凍結破損により漏水やケ
ガの恐れがあります。

十分な機能を発揮させるため、月1回は以下の点検をお願いします。

■配管まわりの漏水
●配管の周りを見て漏水がないか確認してください。
※	部品の劣化、磨耗などによる漏水が発見できず、家財などを濡らす物的損害
が発生する恐れがあります。

■本体のガタつき
●本体にガタつきがないか確認する。
※	本体がガタついたまま使用し続けると配管に負荷がかかり破損の原因になります。

● 部品が摩耗・劣化すると漏水などの原因
になりますので交換が必要です。点検の
目安は、取り付けの日から3年後です。

● 摩耗・劣化する部品の例
例）止水栓、ピストン、ダイアフラムなど

● 温泉地域および海岸付近など、特に腐食
をおこしやすいところで使用される場合

有料となりますが、次のような場合は定期的に点検を受けていただくことをおすすめします。
● 負圧破壊装置（バキュームブレーカー）の点検の目安、取り付けの日から6年後です。

負圧破壊装置（バキュームブレーカー）が故障すると水が逆流し、人体に影響を及ぼす原因に
なりますので点検が必要です。

定期点検については、LIXIL 修理受付センターまでご相談ください。
点検料金の内訳は、点検料（技術料）＋出張料＋部品代（交換した場合）です。

〈定期的な点検・部品交換の目安〉
使用年

お客さまによる日常のお手入れ・点検

消 耗 部 品 の 交 換

摩 耗 劣 化 部 品 の 交 換

買換え
ご検討

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

流動弁
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故障かなと思ったら

修理を依頼される前に下記項目をご確認ください。

下記項目以外の原因の場合は、必ずお求めの販売店または LIXIL 修理受付セン
ターにご相談ください。
ご自身での修理は故障や事故の原因となりますので、絶対におやめください。

注意

現　　象 原　　因 処　　置

洗浄水が出ない。

止水栓（バルブ用）が閉まって
いる。

止水栓（バルブ用）を開けます。	
（4ページ）

断水中ではありませんか？ 断水が終わるまでお待ちくださ
い。

押棒部またはリモコン用ボタン
のストレーナーにゴミ等が付着
している。（リモコン形のみ）

ストレーナーを掃除します。
（10・11ページ）

洗浄水量が少ない。
洗浄水量の調節不良 水量調節スピンドルを回して調

節します。（5ページ）

操作時間不足（低圧仕様のみ） ハンドルを3秒以上押してくだ
さい。

水が流れっぱなし。

流動弁が開いている。（流動式の
み）

凍結の恐れがない場合は、流動
弁を閉めます。（12ページ）

ピストンのストレーナーにゴミ
等が付着している。

ストレーナーを掃除します。	
（7ページ）

シート部にゴミ等が付着してい
る。

シートパッキン及びシート部を
掃除します。（7ページ）

水勢が弱い。

（CF-T7型、CF-T6型、CFR-T6型
の場合）止水栓ストレーナーにゴミ
などが付着している。

ストレーナーを清掃します。

水勢調整スピンドルの調整不足。 水勢調節スピンドルを回して、水勢を調節する。

水勢が強い。
水圧が高い。 水勢調節スピンドルを回して、

水勢を調節する。

水勢調整スピンドルの調整不足。 水勢調節スピンドルを回して、水勢を調節する。
ハンドル部から漏
水する。 ナットがゆるんでいる。 ナットを締め付けます。

異音がする。 本体カバーに空気が入っている。 便器洗浄を10回程度繰り返し行って空気を抜きます。



14

アフターサービスについて

■修理サービスを依頼される前に
「故障かなと思ったら」（13ページ）を参照して確認してください。

■保証書と保証期間
この商品は保証書がついています。保証書は、取扱店で所定事項を記入して
からお渡しいたします。記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。
保証期間は取付けの日から 2年間です。

保証期間内でも有料になることがありますので、保証書の記載内容をよくご
確認ください。

■修理を依頼されるとき
《保証期間中は》
●	修理に際しては、保証書の規定に従って修理させていただきます。

《保証期間が過ぎているときは》
●	修理すれば使用できる商品については、ご希望により有料にて修理させ
ていただきます。

●	料金の内訳は、技術料＋出張料＋部品代です。
《連絡していただきたい内容》
1．ご住所、ご氏名、電話番号	 2．商品名
3．品番	 4．ご購入日
5．故障内容、異常の状況（できるだけ詳しく）	 6．訪問ご希望日

修理技術者以外の人は絶対に分解したり、修理・改造はしないでください。
※	ケガしたり、故障・破損の恐れがあります。

当社は当社取扱商品のユーザーさま及び流通業者さまなどの個人情報を商品納入にあ
たって取得し、将来にわたる品質保証、メンテナンス、その他当社プライバシーポリシー
に記載の目的のために利用させていただきます。個人情報の取り扱いについての詳細は、
当社ホームページの「プライバシーポリシー」をご覧ください。



保証書

※品番・取付日・お客さま・取扱店の欄に記載のない場合は、無効になります。

無料修理規定（保証規定）

品名：センサー一体形ストール小便器 （品番： ）

取付日より2ヶ年 年 月 日

TEL ( ) -

日付取間期証保

取扱店名

お客さま

おなまえ
様

おところ

おでんわ

お客さまへ

ホームページアドレス https://www.lixil.co.jp/

修理のご依頼はLIXIL修理受付センターへ

受付時間9:00～19:00(365日受付&修理)

商品のお問い合わせはお客さま相談センターへ

TEX 0120-179-400
FAX 0120-179-430

TEX 0120-179-411
FAX 0120-179-456

受付時間 平日 9:00～18:00
土日・祝日 9:00～17:00

（ゴールデンウィーク、夏期、年末年始の休みは除く）

本書は、本書記載内容で、無料修理を行うことをお約束するものです。下記保証期間内に
故障が発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買い求め取扱店に修理をご依頼ください。

( ) -

※フリーダイヤルは携帯電話・
PHS・IP電話などではご利用
できない場合がございます。
下記番号をご利用ください。
TEL 0562-40-4050
FAX 0562-40-4053

・保証書は再発行しませんので、紛失されないよう大切に保管してください。
・お客さまにご記入いただくこの保証書の個人情報につきましては、保証期間内の無料修理対応およびその後
の安全点検活動のために利用させていただきます。

1. [取扱説明書]・[ラベル]などの注意書に従った正常な使用・維持管理状態で、保証期間内に故障した場合、無料修理いたします。
2. 無料修理をお受けになる場合、お買い求めの取扱店にご依頼のうえ、本書をご提示ください。
3. ご転居、ご贈答品などで、本書に記載の取扱店に修理を依頼できない場合は、取扱説明書に記載のお客さま相談センターまたは
LIXIL修理受付センターにご相談ください。

4. 保証期間内でも、以下の場合、有料修理とさせていただきます。（免責事項）
⑴ 用途以外（車両、船舶及び使用頻度が極度に高い業務用等）に使用した場合の故障及び損傷等の不具合
⑵ 指定業者や施工説明書等に基づかない施工及び工事に起因する不具合
⑶ お客さまが適切な使用・維持管理を行わなかった事による故障及び損傷等の不具合
⑷ 専門業者以外による移動・修理・分解などに起因する不具合
⑸ 建築躯体の変形（強度不足・ゆがみ）等製品以外の不具合に起因する当該製品の不具合
⑹ 経年変化使用に伴う外観上の現象（塗装の色あせ、もらい等）または使用に伴う消耗部品の磨耗等により生じる不具合
⑺ 海岸付近、温泉地などの地域における腐食性の空気環境及び公害環境（煤煙、塩害、砂塵、各種金属粉、硫化水素ガスなど各種
ガス）に起因する不具合

⑻ 小動物（犬、猫、ねずみ、昆虫等）の行為または蔓（つる）や根などの植物の害に起因する不具合
⑼ 天災地変（火災、爆発等事故、落雷、地震、噴火、風水害、津波、地盤沈下、凍結、雪害等）に起因する不具合による故障及び
損傷

⑽ 戦争・暴動等の破壊行為または犯罪等の不法行為に起因する破損や不具合
⑾ 自然現象や住環境に起因する結露・染み出し・かび等の現象
⑿ 消耗品（パッキン、ヒューズ、電池等）類の消耗に起因する故障および損傷などの不具合
⒀ 温泉水、井戸水などであって水道法に定められた飲料水の水質基準に適合しない水を給水したことに起因する故障及び損傷不具合
⒁ 寒冷地仕様でない製品の場合の凍結による故障及び損傷
⒂ 給水・給湯配管の、砂やごみなどの異物の配管内流入及び水あか固着に起因する不具合
⒃ ガス・電気・給水等の供給で指定された以外の環境（異常ガス圧、異常電源・電圧・周波数、異常電磁波、異常水圧・水質、
音、振動等）に起因する故障及び損傷などの不具合

⒄ 保証書の期限切れまたは提示がない場合
⒅ 本書にお取付日・お客さまのお名前・取扱店名の記入のない場合、あるいは字句の書き替えられた場合

5. 本書は日本国内においてのみ有効です。
6. 本書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料修理を行うことをお約束するものです。従って、本書によって、お客さ
まの法律上の権利を制限するものではありません。保証期間経過後の修理など、ご不明な場合、お買い求めの取扱店または取扱説
明書に記載のお客さま相談センターにお問い合わせください。

7. 修理に必要な補修用性能部品の保有期間は、製造打切後10ケ年です。

GMF-1024(20095)

節水形	大便フラッシュバルブ

無効


